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被服委員会
　被服委員会は、6回開催しました。主な活動は、医
師のユニフォームのリース契約とすでにリース契約
している他職種のユニフォームに関する実態調査で
した。
1．医師のユニフォームのリース契約
　医師のユニフォームは当院の就職時に支給された
以降、定期的に支給する体制が整っていませんでし
た。医師の方々は、ご自分で購入されていたと思い
ます。
　リース契約の導入に際し、ユニフォームは工業用
洗濯機に耐用性があり他職種のユニフォームとの価
格差が少ない種類にさせていただきました。医師の
方々に採寸やサイズの聞き取り等のご協力をいただ
き、年度内にリース契約をすることができました。
　診療上または健康上の事情のためリースのユニフ
ォームを着用できない場合を除いて、できるかぎり
リースのユニフォームを着用されますようお願いし
ます。
被服委員会委員長 長　山　美知子
2．他職種のユニフォームに関する実態調査
　リースのユニフォーム貸与枚数が少なく、週2回
のクリーニングで間に合わないという意見が看護師
から出されたため、他職種も含めアンケート調査を
行いました。その結果、患者の直接的介助が多い病
棟・外来の看護職員はユニフォームを汚染する機会
が多く、1人4枚の貸与枚数では足りないと感じて
いることがわかりました。この感想には部署による
差異があり、枚数の不足感だけでなくユニフォーム
の材質・デザインに関する要望も多くあげられまし
た。リース契約期野中の契約内容の変更はコスト高
になることから、枚数および材質を含めた見直しは
現時点では困難であると判断しました。
　アンケートにご協力いただいた職員の皆様に感謝
し、いただいた貴重なご意見は契約更新時の参考に
させていただきます。
平成19年度被服委員：
　能登谷（医務局）佐々木（事務局）、佐々木（経理課）、
　佐々木（薬剤部）、高階（総務課）、宮川（検査部）、
　山本（7F）、金谷（6F北）
診療記録管理委員会
　平成19年度は計4回の委員会を開催しました。新
医療情報システム稼働開始、平成20年1月1目の前に
は、1）新医療情報システム稼働後の診療記録（画像
を含む）の管理をどうするか、2）過去の診療記録の
運用や紙媒体として残る記録のスキャナ読み込み運
用を実際にどう行うか、3）紙媒体と電子媒体のカル
テ切り替えをどう行うか等について検討し、新シス
委　員　長 秋　山　也寸史
テム稼働後には、実際に生じた問題点について院内
の統一を図ることを目指して議論を進めました。
　新システム稼働前後では、職員の皆様のご協力に
より比較的円滑に移行を進めることができました。
この場をお借りしてお礼申し上げます。今後は電子
カルテ記録内容のさらなる充実に取り組む予定です
ので宜しくご協力の程お願い申し上げます。
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医療機器委員会
平成19年度　医療機器等購入一・覧
平成19年度における医療機器等の整備状況を下記のとおりお知らせいたします。
●　全社連融資　購入医療機器等
物　　　　品　　　　名 メーカー 数量 申　請　者 摘要 備　考
1 新医療情報システム（電子カルテ） 日本電気 1 ” 新規
●　自己資金　購入医療機器等
物　　　　品　　　　名 メーカー 数量 申　請　者 摘要 備　考
ユ ベッドサイドモニタ 日本光電 1 寺島係長 増設
2 自動視力計 ニデック 1 澤谷課長 賄 健診センター
3 電子内視鏡システム（経鼻・小腸） フジノン東芝ES 1 Dr．古家 新規
4 BISモニタ 日本光電 1 Dr．笠井 新規
5 肩関節モビライザー MES 1 Dr．庄野 新規
6 電離箱式サーベイメータ アロカ 1 中島技師長 嫡
7 超音波診断装置（汎用） アロカ 1 Dr．西田 増設
8 電動診察台 タカラベルモント 1 Dr．笠井 新規
9 TOFウオッチSX 日本光電 2 Dr．笠井 新規
院内感染対策委員会
　月1回の委員会を開催しております。
　耐性菌のサーベイランス、抗MRSA薬や他の抗菌
薬の使用状況、感受性の推移、針刺し事故などの報
告や検討、また週1回の院内ラウンドを行って4年
目になりました。ここの所、耐性菌のアウトブレイ
クもなく、安泰です。昨年度は来年の病院機能評価
委　員　長 広瀬　崇　興
更新に伴うバージョン5または6に向け、抗MRS
A薬や注射カルバペネム薬使用時の届出制の体制を
整え、使用量の適正化が進んでいます。さらに今年
度はSSIのサーベイランスなどの体制を整えていく
予定です。
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医療費適正化委員会
　月1回の委員会を開催しております。レセプトの
返戻、査定について、医事課、目本医療事務センタ
ーと主治医に確認しておいて頂いた結果を報告し、
委　員　長 広瀬上　興
問題があればさらに検討する委員会です。相変わら
ず、病名のつけ忘れによるA査定が未だ多いのです
が引き続き注意を喚起していく必要があります。
DPC適正化委員会
　この委員会は随時開催です。DPCの適正化を目的
としており、具体的な対応が必要な時に主治医と医
事課等で検討して頂き、全体的なまとめを報告検討
します。特に今年度からの診療報酬のマイナス算定
委　員　長 広二二　興
に伴い、病院の経営はさらに厳しい状況にさらされ
ていますので、より適正な対応をとる必要がありま
す。
地域医療連携推進委員会
　目的は当院での地域医療を充実するために、病・
診連携や病・病連携を具体的に円滑に運用すること
です。実際の活動は地域医療連携室（伊藤室長）が
委　員　長 広　瀬　崇　興
行っておりますが、今年度は院長直轄部門として総
合医療相談部が設けられ、その中に、医療相談室と
地域医療連携室が配置されました。
手術部遅営委員会
　手術部の運営を円滑にするための委員会です。今
年度からは来年の病院機能評価の更新に向け、月1
回の開催としています。手術の時間割の変更や運営
委　員　長 広瀬崇　興
の見直しを行います。今年度からは、実藤先生が3
人目の麻酔科医として勤められましたので、手術部
の運営はかなりスムーズに動いています。
診療材料委員会
　医学の進歩に伴い、新しい診療材料が次から次に
登場します。この場合、特に高額のものでなければ、
書類を出して頂き、委員長と院長が許可を出します。
委　員　長 広瀬崇　興
何か問題があった場合には随時開催することになっ
ています。
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システム企画室瀧澤明美
　平成19年度は、新医療情報システムの導入に向け
て委員会開催は17回でした。
　その他に、新システムのためのWGを行なってい
ます。
　12月15日に多数の職員参加のもと総合リハーサル
を実施しました。
　通常業務を行ないながらのWG活動でしたが職員
皆様のご協力とご理解のおかげで、平成20年1月1日
より入院と救急外来、1月4日より一般外来に新医
療情報システムを稼動させることができました。
　導入当初は、マスタに関連したトラブルやフリー
ズ等の不具合、各部門との接続の不備等ありました
が、機能停止などの大きな障害はなく順調に稼動し
ています。
　まだまだ完成度の低いシステムですが今後も標準
機能の中で可能な限り要望を取り入れ、少しでも使
い易いシステムになるように活動していきたいと考
えております。
防災委員会
　院内火災に備え、年2回の防火訓練の実施指導を
行ないました。自衛消防隊訓練7月25日（水）夜間想
定のもと職員が一丸となり、初期行動（初期消火）
から連絡行動、避難誘導（担送・護送）を実施しま
した。また今回はじめて、ナースステーションの防
災シャッター閉鎖に伴い実践を感じる防火訓練とな
りました。老健施設サンビュー中の島は、11月21日
（水）検証訓練で札幌市防災協会の協力をいただき時
問を測定する防火訓練実施しました。
　消防用施設点検、6月19日～23日、12月18日～22日
の年2回の病院全盲の点検を行い消防施設の環境を
整理し消防署に報告しました。
　防火月間時は、月間資料を院内に配布しました。
（ポスター等）
　防火管理者、研修会や定期総会などに参加しまし
た。
褥瘡対策委員会
　平成19年度の褥瘡対策委員会の活動は以下の通り
でした。
①月1回（第1水曜日）の委員会
②褥瘡回診
③話調1年目看護師への褥瘡予防研修の開催
④NST委員会との協賛による褥瘡ケアの実際の
　勉強会開催
⑤　委員会内での褥瘡経過評価用スケールの勉強会
⑥2月より褥瘡ハイリスク患者ケア加算導入
専任看護師神崎博子
⑦褥瘡管理加算コスト漏れへの対策
褥瘡予防に関する患者評価の浸透を図るために、リ
ンクナースに働きかけ、患者アセスメント→看護計
画立案→実施→評価の流れが定着し始めていました。
しかし、1月の電子カルテの導入に伴い、アセスメ
ント不足、看護計画立案がされていない、そのため
褥瘡管理加算のコストの漏れも多くみられました。
2月からは褥瘡ハイリスク患者ケア加算が導入にな
り、褥瘡管理者とリンクナースが中心になりリスタ
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のある患者さんに対してアセスメントや看護コスト
漏れの問題に力をいれているところです。又7月か
ら皮膚・排泄ケア認定看護師が委員会のメンバーに
加わり、研修会や勉強会の講師となり、より専門的
な知識・技術を提供できたのではないかと考えます。
平成19年度　褥瘡発生率　　　　　　　　0，78％
　　　　　　　褥瘡管理加算　　　　　　1852人
　　　　　　　褥瘡ハイリスク患者ケア加算
　　　　　　　（2・3月）　　　　　　　130人
NST委員会
　当院のNST活動のおおまかな歴史を振り返ると
以下のようになる。
平成17年7月中旬　NST準備委員会発足
平成17年8，月3日　第1回NST勉強会
平成17年10月1日　日本静脈経腸栄養学会（JSPEN）
　　NST稼働施設と認定（5階北消化器病棟と5階
　　南外科病棟の部分導入）
平成18年4月　診療報酬改訂により、「栄養管理実施
　　加算」の新設
平成18年6月　全科型NST導入
平成18年9月1日　日本栄養療法推進協議会（JCNT）
　　　　NST委員長古家　乾
　　のNST稼働施設と暫定認定（3年間有効）
平成19年3月20日　日本静脈経腸栄養学会認定教育
　　施設と認定
　この間、NSTメンバーにはボランティア意識で尽
力していただいた。
NST稼働後丁度3年が経過し、平成20年度はNST
専門療法士認定制度に基づく専門療養士資格取得を
各職種毎に目指すことになる。
　最後に、この一年間のNST活動の資料を掲載する。
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●NSTスクリーニング実施数
　（平成19年4月～平成20年3月）
単位：子
音β455667　　　　　階　　階　　階　　階下階北南北南階
外　　当
来
等　　計 4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
0　　　100　　200　　300　　400　　500　　600　　700
4月　74　92　！05　37　127　667　508
5月　76　99　120　55　130　804　564
6月　83　93　98　　50　122　　625 5！3
7月　78　103　103　60　111　714　530
8月　87　90　100　44　105　662　494
9月　67　87　102　45　112　763　492
10月　　87　　91　122　　55　114　　841 55
11月　93　79　109　51　117　73　523
12月　　94　　72　　94　　51　　88　　551 455
1月　82　73　！01　36　97　63452
2月　75　77　96　47　85　67447
3月　94　88　86　49　106　62485
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●NSTアセスメント実施数
　（平成19年4月～平成20年3月）
単位：件
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来
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0
4月　　0 1 0 0 ！ ！ 0 3
5月　　0　　2　　3 1 1 1 0 8
6月　　0 3　　2 1 0　　　2 0 8
7月　　1 1 2 1 0 ！ 0 6
8月　　0 2　　0　　0 1 4 0 7
9月　　1 2 1 0 1 4 0 9
10月　　0 2 0 0 1 ！ 0 4
11月　　0　　2　　30 0 ！ 0 6
12月　　！ 2 1 0　　　0 0 0 4
1月　　0 1 3 1 1 2 0 8
2月　　0 0　　0　　0　　0 1 0 1
3月　　0　　4　　0 0 0　　4 0 8
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●栄養管理計画実施数
（平成19年4月～平成20年3月） 単位：件
部455667　　　　　階　　階　　階　　階門階北南北南面 外　　合一等　　計 4月5月
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1月
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0　　　100　　200　　300　　400　　500　　600　　700
4月　72　95　102　37　127　699　511
5月　70　90　118　53　123　692　525
6月　80　85　！03　49　！25　5502
7月　76　107　96　59　102　750　515
8月　90　95　104　43　111　621　50
9月　63　78　95　44　107　761　464
10月　　91　　93　120　　54　114　　850 557
11月　90　83　112　51　116　65　518
12月　　89　　71　　89　　51　　90　　581 449
1月　74　56　86　40　87　50393
2月　78　79　88　48　85　65443
3月　92　76　83　46　101　61459
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活動内容
●研修会
日　時 題　　　　　　名 参加者 講　　　　　師
第34回 4．19当院の摂食・嚥下リハについて 64名言語聴覚士　　　　畑山　翠
第35回 5．18中心静脈栄養の実践と手技 48名外科医師　　　　　谷　安弘
第36回 6．28経腸栄養剤の基礎知識 84名i薬剤部　　　　　　　横山敏紀
第37回 7．26栄養管理における臨床検査 20名検査部　　　　　　印藤智一
第38回 9．27腎機能低下と栄養管理 47名明治乳業㈱　栄養士　田中結子
第39回 10．18褥創ケアの実際 77名褥瘡看護師　　　　　石動美智子
第40回 1！．29NSTとリハビリと当院の摂食、嚥下リハ 35名 リハビリ部　　　　館　博明ｾ語聴覚士　　　　畑山　翠
第41回 2．14静脈栄養の基本と実際 38名薬剤部　　　　　　新木　誠
第42回 3．27口腔ケアの実際と考え方 90名西円山病院　歯科診療部長　藤本　篤
●学会発表
1．第23回　日本静脈経腸栄養学会（京都）
　　　「当院における胃痩造設患者の現状」
　　　　消化器科　　定岡　邦昌、他
2．第1回　日本静脈経腸栄養学会北海道支部会
　　　NSTにおける適正な食事への取り組み」
　　　　栄養管理室　山田　朋枝、他
「院内LANを活用したNST活動支援デー
ターベース構築の取り組み」
　薬剤部横山敏紀、他
●広報活動
NSTひろば2回発行第9・10号
図書管理委員会
　平成19年度の委員会開催は3回冒した。主な議題
は下記の通りです。
1．図書購入関連
2．図書室施設・設備面の整備について
3．各種規程について
4．平成20年の雑誌購読について
委　員　長 小笠原　英　紀
　平成18年度の委員会において、図書室の運営方
針・設置の目的と役割が確認されたのを受け、今年
度は具体的な図書室運営方法や、室内の整備につい
て審議を行いました。これにより、図書室機能の向
上と、図書室の健全運営に向けての基盤づくりがな
されました。今後は、図書購入費の予算化に向けた
審議などを行っていく予定です。
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省エネ几ギL推進委員会
　平成17年2月に、地球温暖化の国際的な枠組みで
ある「京都議定書」が発行し、日本は、温室効果ガ
スの排出量を2008年から2012年の間に、1990年と比
べて6％削減するという義務を：負うことになりまし
た。
　この削減目標の達成に向けて「エネルギーの使用
の合理化に関する法律」　（昭和54年6月22日法律第
49号。　（平成18年4月改正施行以下、　「省エネ
法」という））や「地球温暖化対策の推進に関する
法律の一部を改正する法律」　（平成18年4月1日施
行以下、　「呼出法」という）などに基づき、当院
においても平成18年9月より第一種エネルギー管理
指定工場の指定を受けて以降、平成19年3月にエネ
ルギー管理組織を設置、平成19年7月に省エネルギ
ー推進委員会を開催し、エネルギー消費原単位の年
平均1％以上低減を目標に取り組みました。
　その結果、エネルギー消費原単位は対前年比
93．6％、CO　2排出量は対前年比93．3％（5，754t－CO　2
）となりました。また、原油換算値が2，962［々9］に
なり第一種指定の範囲（3，000［陀ρ］以上）を下回っ
たため、第一種指定の取り消し申請を行う予定です。
　このことは、機械室回りのボイラー、ポンプ、
コ・ジェネレーション設備、空調機の運転時間等の
効率の良い運転の見直し、節電、節水、冷房温度の
28丁目安などの広報活動により職員の協力があげ
られます。
省エネ活動記録
年　月　日 活　　動　　内　　容
平成19年3月29日エネルギー管理組織設置
平成19年4月2日エネルギー管理員選任届出
平成19年6月27日平成18年度定期報告書、中長期計画書提出
平成19年7月11日「省エネしましよう！」広報の院内配布
平成19年7月23日第1回省エネルギー推進委員会の開催
平成19年9月22日焔管センター1～2F廊下、待合ホールランプ交換及び器具清掃
平成20年2月19日外来棟及び病棟BlF～3Fの空気環境測定
平成20年2月23日外来棟照明制御スケジュールの変更
i1Fホスピタルモール及び吹抜水銀灯、2F外来待合点灯時間短縮）
平成20年3月15日医局照明スイッチ増設及び図書室照明回路の切り分け
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クリ子イカルパス委員会報告
クリティカルパス委員会委員長
　平成19年度のクリティカルパス委員会は、平成20
年1月からの電子カルテ運用に伴う、手書きの紙上
運用のパスから電子カルテ上のパスへの移行準備に
あてられた。
古家 乾
　今年度のパス利用率一覧を掲載するが、実際には
従来の紙上運用のパス統計が主体であり、今後電子
カルテ上のパスの性能や利便性の評価と実際運用上
の問題点を更に議論する必要があると思われた。
クリティカルパス利用状況 平成19年4月～平成20年3月
（改訂した場合は、改訂後～）
診療科
種　　　類 CP利用率 バリアンス導入（改訂）@時　期 症例数 利用数 ％ 数 率 コメント
切　　迫　　流　　早　　産 H！6～ 67 67 100 0 0
妊　　娠　　中　　毒　　症 H16～ 7 7 100 0 0
経　膣　分　娩　産　褥 H16～iH19．3月～） 305 305 100 0 0
帝　王　切　開　術　産　褥 H18．4月～ 128 128 100 0 0
婦　　人　　科　　手　　術 H18．4月～ 123 ！23 100 0 0
婦　人　科　化　学　療　法 H16～ 60 60 100 0 0
子　宮　内　容　清　掃　術 H16～ 29 29 100 0 0
頚　　管　　縫　　縮　　術 H16～ 8 8 100 0 0
急　　　性　　　腹　　　症 H19．3月～ 28 28 100 0 0
妊　　　娠　　　悪　　　阻 H19．3月～ 6 6 100 0 0
心臓カテーテル検査 H15～ 5 5 100 0 0
N　　　O　　　療　　　法H16～ 11 11 100 0 0
成長ホルモン分泌束1」激試験 H17．9月～ 2 2 100 0 0
家族性高コレステロール血症 1－116～ 0 0
胃　　　　　腸　　　　　炎 H17．9月～ 100 100 100 0 0
呼吸器感染症・中耳炎 H17．9月～257 257 ！00 0 0
早産・低出生体重児 H18．4月～ 51 51 100 0 0
保育器からコットに移床した児 H19．3月～ 47 47 100 0 Q
帝王切開により出生した児 1－116～ 56 56 100 0 0
子宮内感染疑いで出生した児 H16～ 100 100 100 0 0
田　端　裕　樹　氏　パ　ス H18．8月～ 9 9 100 0 0
巨　　　　　大　　　　　児 H！9．3月～ 16 ！6 100 0 0
甲状腺疾患母親からの出生児 H19．3月～ 2 2 100 0 0
健　　常　　児　　パ　　ス 30 30 100 0 0
熱　性　け　い　れ　ん 16 16 100 0 0
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CP利用率 バリアンス診療科 種　　　類 導入（改訂）@時　期 症例数 利用数 ％ 数 率 コメント
上部消化管内視鏡（入院・外来） H14～ 3！7 2 0．6
下部消化管内視鏡（入院・外来） H14～ 205
肝　　　　生　　　　検 H14～ 35 ！ 2．8
腹部血管造影・肝動脈塞栓術
o皮的ラジオ波凝固療法 H16～ 76
6 7．8
内視鏡的逆行性胆膵管造影
燻給ｾ的乳頭バルン拡張術
o鼻胆管ドレナージ
H17．8月～ 101 12 11．8
内視鏡的食道静脈瘤硬化療法
燻給ｾ的食道静脈瘤結紮術 H17．8月～
16
悪性リンパ腫　R－CHOP 4
胃　　　切　　　パ　　　ス 37 28 75．7 2 7消化器外科
腸　　　切　　　パ　　　ス 50 41 82 5 12
胆　石　　O　P　パ　ス 4 58 78．3 10 ！7．2
心臓カテーテル検査 H16～ 438 438 100 33 7 腎不全症例の増加によ體?院期間の延長
P　　　　　C　　　　　　l H16～ 219 219 100 76 34腎不全症例の増加によ體?院期問の延長
ペースメーカー植込み術 H16～ 36 36 100 14 38ACS、心不全の合併症痰ﾌ増加
急性心筋梗塞　CPK＜1000H16～ 10 10 ！00 3 30
急性心筋梗塞　CPK＜4000H16～ 20 20 100 11 55残存狭窄を治療してか迹ﾞ院する症例が増え
ｽ。急性心筋梗塞　CPK＞4000
@　　　　合併症 H16～ 11 11 100 8 72
CABG　・弁置換術@　　　術前～術後 H16～ 62 62 100 57 92
心臓血管外科
大血管（AAA・A－F）
@　　　術前～術後 H16～ 9
9 100 5 60
腎不全、社会的な支援
ｪ必要な症例の増加に
謔體?院期間の延長。
末梢血管（F－P・F－F）
@　　　術前～術後 H16～
5 5 100 4 80
内　シャ　ン　ト造設術 H16～ 38 38 100 1 3 体調不良のため表在化ﾌみ
上腕動脈表在化工 H16～ 5 3 100 0 シャント造設もあり
lgA腎症ステロイドパルス療法
@　　　5泊6日 H17．7月～
11 11 100 1 9
IgA腎症ステロイドパルス療法
@　　　長期入院 H17．7月～
2 2 100
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CP利用率 バリアンス診療科 種　　　類 導入（改訂）栫@期 症例数 利用数 ％ 数 率 コメント
悪性リンパ腫化学療法 3 3 100 0血　　液
末梢血幹細胞移植 H16～ 0 0
白　　内　　障　　手　　術 H16～ 106 104 98．1 2 1．9眼　　科
そ　の　他　の　眼　科　術 H16～ 0
半　月　板　切　除　術 H17．4月 2 0 0 0
鎖　　　骨　　　骨　　　折 H17．7月～ 1 0 0 0
ア　キ　レ　ス　腱　手　術 H17．7月～ 3 0 0 0
金　　属　　抜　　去　　術 H17．7月～ 6 5 83．3 0
上　　腕　　骨　　骨　　折 H17．7月～ 11 0 0 0
ミ　エ　ロ　グラ　フ　ィ　一 H17．7月～ 18 18 100 0
椎　間　板　ヘ　ル　ニ　ア E［17．7～ 16 16 100 2 12．5腎孟腎炎や麻痺残存に謔體?院期間延長
腰　　椎　　固　　定　　術 H17．7～ 6 6 100 2 12．5
外科化学療法（FolFox）H19～ 43 27 62．8 0
外科化学療法（その他） H19～ 28 19 67．9 0
肺疾患手術（開胸・胸腔白下） H17 47 36 76．6 4 11．1
外　　　　　　　科
甲　状　腺　切　除　術 H17 5 4 80 1 25
鼠　径　ヘ　ル　ニ　ア H17 42 30 71．4 0 18．7
乳　が　ん　（手　術　） H17 18 16 88．8 3 18．7
腎　　・　尿　管　手　術 H！7 22 20 90．9 1 5
前　立　腺　全　摘　術 H！7 12 10 83．3 0
T　　U　　　R　　－　　PH17 24 ！4 58．3 ！ 7．1
T　　U　　R　　－　B　　TH17 42 24 57．1 1 4．1
T　　　　　　U　　　　　　LH17 11 10 90．9 2 20
前　立　腺　針　生　検 H17 75 66 88 1 1．5
腎　　　　　生　　　　　検 H19 21 13 61．9 0
E　　　S　　　W　　　　LH！7 5 5 100 0
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診療科
種　　　類 導入（改訂）@時　期
CP利用率 バリアンス症例数
利用数 ％ 数 率 コメント
扁桃腺摘出　（成人） H17 43 30 69．8 1 3．3
扁桃腺摘出　（小児） H17 7 7 100 1 ！4．2
鼻　　内　　内　　視　　鏡 H17 53 42 79．2 0
耳　　　鼻　　　科
鼓膜チューブ挿入 H17 65 65 100 0
鼓　　膜　　接　　着　　術 H18 5 4 80 0
甲状腺・耳下腺・顎下腺切除術 H17 25 2！ 84 0
肺　　　　　　　　　　炎 見直しのため使用して｢ない
非　定　型　抗　酸　菌　症 H17．11月～ 見直しのため使用して｢ない
睡眠時無呼吸症候群 見直しのため使用して｢ない
在宅酸素療法導入 1－117．11月～ 15 ！5 100 0
化　　　学　　　療　　　法 作成して｢ません
糖　尿病　教　育　入　院 該当者なし
気　　　管　　　支　　　鏡 130 130 100 0
上　部　内　視　鏡　検　査 H！8．！2改訂 2245133 6 0
大　腸　内　視　鏡　検　査 H！8．7改訂 1334 38 3 0
大腸ポリープ切除術 H18．4 136 136 100 0
気　　　管　　　支　　　鏡 H19．2改訂 10 ！0 100 0
（耳鼻咽喉科）一泊四日入院 H17．3 61 61 100 0
（耳鼻咽喉科）外来手術 H17．3 61 61 100 0
外来血液製剤治療 1，118．2 55 55 100 0
外来インスリン導入 H18．2 0
外　来　S　M　B　GH18．2 0
禁　　　　　　　　　　煙 H！9．1 193 193 100 0
透　　　析　　　導　　　入 H17．！0 24 23 96 0
維持透析心カテ後 H19，2 106 106 100 0
保存期腎不全心カテ H19．2 2 2 100 0
F　　　　　A　　　　　　GH19．1改訂 21 21 100 0
E　　　S　　　W　　　　LH19．2改訂242 242 100 ！7 7 正のバリアンス
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倫理委員会
19年度は7回開催され、16案件が審議された。
1，非小細胞肺癌stage皿BIIV期に対するCDDP＋
TS－1療法とCDDP＋Docetaxel療法を比較する第皿
相ランダム化比較試験
2．プラチナ製剤を含む化学療法既治療非小細胞肺
癌に対する塩酸アムルビシン＋ビノレルビン併用
療法の第1相試験
3．EGFR遺伝子異常を有さない非小細胞肺癌に対
するゲフィチニブ療法の第1相試験
　　　　　　　　　　　　呼吸器科　原田　敏之
4．出産1カ月の母親と父親による家族機能の評価
　とその関連要因
　　　　　　　　　　　　産婦人科　守谷　誤配
5．胎盤の発生発達及び周産期疾患における刷り込
　み遺伝子及びオートファジー遺伝子の役割に関す
　る研究
6．過活動膀胱におけるコハク酸ソリフェナシンの
有用性の検討
　　　　　　　　　　　　産婦人科　西田竜太郎
7，切除不能進行膵癌のランダム化比較試験に基づく
　GemcitabineおよびTS－1の奏効性・安全性にかか
　わる分子情報の解析
8．切除不能進行膵癌（局所進行又は転移性）に対
　するGemcitabine療法／TS－1療法／Gemcitabine＋TS－
　1療法の第Hr相無作為化比較試験
　　　　　　　　　　　　　消化器科　古家　乾
9．日本における上腹部症状患者の実態調査
　　　　　　　　　　　　消化器科　定岡　邦昌
　　　　委員長　　小笠原　英　紀
10．慢性前立腺炎に対する治療薬の有用性に関する
　比較検討
11．前立腺肥大症に対するアルファ遮断薬（シロド
　シン）の投与法工夫の検討
　　　　　　　　　　　　泌尿器科　広瀬　崇興
12．クラミジア咽頭炎に対する臨床的検討
　　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉科　唐崎　玲子
13．完全切除された非小細胞肺癌に対する術後補助
　化学療法としてのゲムシタビン（GEM）＋カルボ
　プラテン（CBDCA）併用療法とゲムシタビン
　（GEM）＋シスプラチン（CDDP）併用療法との
　無作為中世H相臨床治験
　　　　　　　　　　　　　呼吸器科　原田　敏之
14．再発を繰り返す尿路感染症患者に対するクラン
　ペリー果汁飲料の再発予防効果を検討する臨床試
　験
　　　　　　　　　　　　　泌尿器科　広瀬　崇興
！5．気管支喘息患者における気道病変と遺伝因子と
　の関連に関する研究
　　Three－dimensional　computed　tomography（3D－CT）
　による検討
　　　　　　　　　　　　　呼吸器科　秋山也寸史
16．利用者の視点に立った在宅医療のあり方とその
　普及に関する研究
　　　　　　　　　　　　医療相談室　佐藤奈津子
　上記の案件は委員会で審査され、1件の一部の改
訂を含めて承認された。結果は院長に答申され、い
ずれも認証を受けた。
治験審査委員会
　国が定める「医薬品の臨床試験の実施の基準
（GCP）」に基づき毎月開催され、新規の治験実施の
可否や、実施中の治験の安全性情報等に基づいた継
続の可否について主に審議している。
平成19年度治験の実施状況
　　心臓血管センター・心臓内科　4試験
　　委　員　長
呼吸器科
耳鼻咽喉科
小笠原　英　紀
　　　　1試験
　　　　1試験
　このうち2つの試験が終了し、残りは継続中であ
る。
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衛生委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　職員の保健衛生に関する諸計画の立案、および実
施遂行を促進することが目的とされる委員会である。
全部で9名の委員で毎月開催されている。
　主な議題は、職員の定期健康診断、予防接種など
のことや、その時々の保健衛生上の問題点を話し合
っている。19年度は、リフレッシュ休暇のとり方や
内科外来でみられた床下ピット内への排水貯留に伴
う異臭問題などが取り上げられた。
診療記録開示審査委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　診療情報提供申し込みに対して開示の可否を審査
する委員会である。以前は申し込みがあれば毎回管
理会議の前に委員会を開いていたが、当院の基準に
合致するものについては簡素化審査として委員長判
断で開示している。
　19年度は申し込み21画すべて簡易審査分として開
示した。
　これ以外に法令による照会（検事・弁護士・裁判
所など）が1！件あり、当院の基準に沿って対応して
いる。
臨床研修管理委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　19年度は1年目4名（管理型2名、北大、札医大
各1名の協力型2名）、2年目5名（管理型2名、北
大協力型3名）で研修が開始された。また北海道が
んセンターより産科・小児科のみを各1カ月、計2
カ月研修する1名の研修医がこれに加わった。
　3月13日に委員会が開催され、20年度研修医選考
経緯が報告され、また20年度プログラムに関して研
修医のローテート希望が内科2か月毎3科、外科、
心臓血管外科の1－2か月研修など短期間で多くの
科を回りたいとの希望が多く、各科指導医の了解の
もとに希望に添う形の研修をすることで了承された。
麻酔・救急に関しては3か月のうち1か月は災害・
救急を中心とした整形外科での研修を行うことが決
定された。
　3月末で管理型の鈴木英孝先生、片山洋一先生が
研修を終了し、院長より修了証が授与された。
　4月からは1年次6名、2年次3名、北海道がん
センター2名の研修が開始される。
栄養管理委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　毎月1回栄養管理および給食に関する事項の検討
を行っている。給食に対するクレーム・インシデン
ト例の原因と対策、各病棟からの要望などについて
委託業者を交えて検討している。
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薬事委員会
　毎月1回、各科より新規採用申請薬品ならびに削
除対象薬品などを検討している。19年度は新規採用
が55製品60品目、削除が21製品23品目であった。ま
た院内製剤5製剤が採用された。
　6月にはこれまでの委員会規則を見直し、改訂を
行った。
委　員　長 小笠原英紀
　後発医薬品は昨年度は18製品を採用したため、19
年度は1製品のみであった。20年度には資料を検討
しいくつかの後発医薬品を採用する予定である。
業務改善委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　TQM活動のセットアップが中心となっている。！9
年度は20年2月9日　（土）に病院講堂において、立
川先生、岸院長を迎えてTQM活動発表報告会が行
われた。
所　　属 テ　　　　一　　　　マ グループ名
1 放射下部・経理課・
@　物品SPD
　　　　　　もうひとつのロス疑惑事件～デジタルモダリティのロスフィルムを減らすために～ 　ロス疑惑特捜
ｳいXen（ぜん）線
2 リハビリ部 　　　　　　　　VICTORY`必要書類を見なおし、効率的な業務をしよう～
Reha☆Billy’s
iリハ☆ビリーズ）
3 消化器センター
5北のてごろでがっちり入院期間～消化器センターの収益UPを図る～
入院プランナーズ
4 4階病棟 　　　　削減だよ　感染ゴミ集合！～感染性廃棄物の正しい分別でコスト削減！～ ザ・ゴミス豊川ズ
5 7階病棟
710年なんとおはやい入院業務～入院業務の短縮を目指して2～
すめば都の7階病棟
6 老　　健
残業どんだけえ～1（IKKO）～業務改善で減らせ残業～
一刻も早く帰り隊
7 心臓血管センター
スマイル0円・MRI　33，000円　どんだけ～！？～MRI検査を外来に移行し、増収を図る～
MR．　IKKO
8 地域医療連携室 　　　　　2011年　在宅療養の旅～提供する医療・衛生材料の標準化を目指して～ ハートホームプラン
9 5階南病棟・医事課o理課・物品SPD
地球を救えエコセコレンジャー出動！～悪のコストファ
@　　　ットを削ぎ落とせ！！どんだけ～っ！！～
`衛生材料を経済的に使用！5南景気回復への試み～
エコセコレンジヤー
10 外　　来
　　　　very　muchな待ち時間～外来患者さんの待ち時間の充実を図る～
有限会社　充実企画
11 　栄養管理室
V階病棟・医事課
　　　　みんな知ってるか～い？？～栄養管理計画書を有効活用するために～ ピンクレデイーズ
tードキャンプ
12 手術室
　　　　節電でっせ（セッデンデッセ）～無駄な電力消費をなくし、電気代を減らそう！～
今節グルーヴ
13 6階北病棟・纓ﾃ相談室
退院予定♪ア～右から左に受け流す～♪～DPCに沿った早期社会復帰を目指して～
素・ムーディーDISし隊
　最優秀賞に「有限会社　充実企画」、優秀賞に「素・
ムーディDISし隊」、そして立川賞に「入院プランナ
ーズ」が選ばれた。年々プレゼン技術はレベルアップ
しており、立川先生よりもコラボレーションが進ん
でいるとの講評をいただいた。
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委員長　　小笠原　英　紀
　主な活動は新入職員に対する研修会の開催である。
19年度は4月2日（月）から6日（金）まで研修を行っ
た。辞令交付に始まり、院長、事務局長、看護局長
の講話のあと、各部門の方に講義・オリエンテーシ
ョン・実技指導などをお願いしている。
患者骨髄ビス委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　！9年度は、外来患者待ち時問アンケート調査を行
った。平成19年11月26日（月）午前8時～11時に待ち
時聞調査票およびアンケートを配布し調査した。
　再来192件の時間調査では、病院滞在時間平均1時
間37分、診察時間平均6分40秒、予約時刻からの遅
れ平均35分であった。アンケートによる待ち時間に
対する印象は、「長い」27％、「短い」27％、「どちら
ともいえない」46％であり、待ち時間が長いと思っ
た場所は、「待合室に移り、診察まで」、次いで「外
来受付で名前を呼ばれるまで」の順であった。
　「健康フェア実行部会」はサンビュー中の島と協力
し、年2回の「なかのしま健康フェア」を開催して
いる。各日部会で検討し、全体で5～6回の打ち合
わせを行い、19年度は7月5（木）、6（金）、7（土）（夏
まつり）と11月！3（火）、14（水）、15（木）に行われ
た。健康講話は、7月は整形外科の酒井俊彦先生に
「お年寄りの膝の痛みについて」、11月は健康管理セ
ンターの片岡賢治先生に「予防すれば怖くない！
インフルエンザ」と題してお話をいただいた。
　「広報部会」は佐々木事務局次長を部会長として毎
月1回開催され、患者向け「北海道社会保険病院だ
より」（隔月）、職員向け「はまなす」（毎月）の記事
予定を中心に話し合いがもたれている。
医療安全委員会
委　員　長 小笠原　英　紀
　毎月1回開催され、院内のインシデント・アクシ
デント報告のまとめ、分析を行っている。
　！9年度は第5次医療法改正にともない、医薬品安
全使用責任者と医療機器安全使用責任者を決定し、
「医薬品安全使用業務手順」、「医療機器保守点検実
施マニュアル」を作成した。また10月から「医療安
全ニュース」を発行し、緊急を要する注意喚起など
を周知している。
　職員研修会を2回開催した。
第1回　平成19年11月28日（水）　参加129・名
　　　　「非侵襲的陽圧換気療法（NIPPV）の基礎
　　　　と実践」一BiPAP⑧を例として一
　　　　　　講師　呼吸器科主任部長　秋山也寸史
　　　　フジレスピトロニクス株式会社　浦島　貢
第2回　平成20年2月1日（金）　参加158名
　　　　「輸液・輸1血を安全に行う」
　　　　一輸液・輸血セット20滴≒1n12切替によっ
　　　　　て変わること一
　　　　　　講師　ME係長　　寺島　斉
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広報委員会
平成19年度
職員広報誌 「はまなす」発行状況 （毎月発行）
月号 ページ 記　　　　事 担　　　当 月号 ページ 記　　　　事 担　　　当
4月号 写真 10月号 写真表紙 行事予定 総務課 表紙 行事予定 総務課
1 新年度を迎えて 小林事務局長 1 事務局長就任挨拶 工藤事務局長
2・3TQM活動発表報告会・DPCみなおし隊・思いもよらぬ結末…
E終わりよければ全て良し！1
2・3特定健診・特定保健指導いよいよ始まる特定保健指導 澤谷（管理裸）
＄｣（保健看護）武田（診療情報）誧_（老健）
y屋（7階） 3委員会便り　　NST委員会 横山（薬剤部）
3広報部会からのお知らせ 佐々木（事務局） 4 システム便り 瀧澤（システム企画）
4 システム便り 瀧澤（システム企画） 掲示板ｽ成19年度秋のコンサート開催報告なかのしま健康フェアのお知らせ 総務課
4掲示板ｳくら保育園開設
ﾄ期休暇及び開院記念日の取り扱いについて
総務課 5 スッキリ、きれい 大森（医療悪金管理）
深呼吸をして 大森（医療安全管理） 人事異動 総務課
AED講習会 総務課 病院の理念・基本方針、月報5
病院の理念・基本方針、月報 総務課 11月号表紙 写真
5月号表紙 写真 行事予定
総務課
行事予定 1 いったい医師はどこに行ってしまったのﾅしょう
広瀬副院長
1～9新採用者紹介 総務課104月1日付昇格・入事異動 2・3
3月31日退職者
東北北海道球技大会に参加して
落qバレーボールの部
落q卓球の部j子卓球の部
竹内（5南）
ｾ能（栄養）
辮凵i総務）似た名前 大森（医療安全管理）11病院の理念・基本方針．月報 総務課 3 システム便り 瀧澤（システム企画）
6月号・ 写真 4委員会便り　薬事委員会 横山（薬剤部）表紙 総務課行事予定
1 看護局便り 朽木看護局長 掲示板ﾐ保学会事前院内発表会開催 総務課
5 インフルエンザ予防 大森（医療安全管埋）
2・3
新任基幹職の抱負・放射線部技師長就任挨拶・栄養管埋室長になって・外来看護職長になって・基幹職員になって
人事異動
中島（放射線部）越後（栄養管理室）
ｫ野（外来）
ｲ々木（経理課）
病院の理念・基本方針、月報 総務課
12月号 写真
3・4システム便り 菅原（システム企画） 表紙 行事予定 総務課4 1 看護局便り 朽木看護局長掲示板・委員会便り　健康フェア実行部会・8階ラウンジへのエレベータ使用禁止について 佐々木（事務局）
獄ｱ課 日本社会保険医学会総会へ参加して 杉目（医事課）
柱の影より、堂々と 大森（医療安全管理） 2 武田i診療情報管理室）5 医学・看護書展示会2007開催のご案内成田（図書室）
病院の理念・基本方針、月報 総務課 3 なかのしま健康フェアへ参加して 成田（4階）
写真 システム便り 瀧澤（システム企画）7月号表紙 行事予定 総務課 4 委員会便り　　図書管理委員会 成田（図書室）
1 介護老人保健施設 仙石副施設長 看護局業務委員会からのお願い
2平成18年度決算概況について 佐々木（経理課） 掲示板V南結核病棟　10月31日の昼食 越後（栄養管理室）
3 健康づくりと契約保養所の健保補助金制度について 大日向（保健委員） 患者搬送中の接触 大森（医療安全管理）
4 委員会便り　ボランティア委員会 長山（看護局） 5人事異動 総務課
医学・看護書展示会2007開催 成田（図書室） 病院の理念・基本方針、月報
5 システム便り 瀧澤（システム企画） 1月号 写莫表紙 総務課掲示板 行事予定
ゴルフ同好会　ゴルフしませんか？ 大日向（総務課） 1 年頭のご挨拶 院長
・バレーボール部一緒にバレーボールしませんか！？ 印藤（検査部） 2・3
6 「第2回豊平区上薬連携セミナー」開催 横山（薬剤部）
年男・年女アンケート
ｬ出この実（6南）、澤谷隆夫（管理課）西田竜太郎（産婦人科Dr）
?野睾愛海　（7階）、　LLI陽ミ誠一　　（皿音匠）滝吉知晃（手術）
お知らせ
謔S5回日本社会保険医学会総会 総務課 4 クリスマスコンサート 総務課7 フルネーム確認 大森（医療安全管理） 新しい年を迎え5 大森（医療安全管理）人事異動 総務課 人事異動病院の理念・基本方針、月報 総務課病院の理念・基本方針、月報8月号 写真表紙 行事予定 総務課 2月号 写真表紙 総務課行事予定
1・2
なかのしま健康フェア「なかのしま健康フェアに参加して」「　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　」「夏祭りを終えて」
羽田（薬剤部）
c中（外来）
株n（老健） 1・2
電子カルテシステム稼動してV医療システムの稼動について
Vシステム稼動と総合問診誕生
d子カルテシステム稼動して
¥約患者受付機における案内業務
小笠原副院長
沒c（外来）
剿ﾚ（医事課）
ｬ竹（人事係）システム便り 瀧澤（システム企画）3野球部紹介 北原（老健） 2 アクオスいただきました。 西部（薬剤部）委員会便り　省エネルギー推進委員会 村上（施設課）4 スマイル 大森（医療安全管理）掲示板
}書室が生まれ変わりました
成田（図書室） 人事異動3
思いこみ 大森（医療安全管理） お知らせ 総務課
5人事異動 病院の理念・基本方針、月報
病院の理念・基本方針、月報 総務課 3月号 写真
9月号 写真
表紙 行事予定 総務課表紙 行事予定 総務課 1・2特定健診 片岡Dr（霊堂センター）
1 岩内協会病院への派遣について 小笠原副院長 3皮膚・排泄ケア認定看護師 石動（看護局）
2・3
新人看護師と先輩看護師（2年目）の2名から近況をお聞きしました。・プリセプティーとして・プリセプターになって
前田（6階南〉
ｲ々木（6階南）
3・4TQM活動発表報告「本当に全国大会に行くことになつちゃいました」素・ムーディーDISし隊
?院プランナーズ
富澤（外来）
ｬ林明（6階北）入江（5階北）
システム便り 瀧澤（システム企画） 伝承 大森（医療安全管理）3委員会便り　医療費適正化委員会 杉目（医事課） 5人事異動
4 病院の理念・基本方針、月報 総務課掲示板ｳくら保育園紹介
ｽ成19年度病院説明会
ピッコロ保育園（業者）
獄ｱ課
確かな目と裏に潜むもの 大森（医療安全管理）
5 人事異動
病院の理念・基本方針，月報 総務課
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患者様広報誌 「北海道社会保険病院だより」発行状況 （奇数月　尭行）
発行年月日 号数 記　　　　　　事 担　　当
平成19年5月 第25号 消化器センターの開設にあたって 古家Dr（消化器センター）
「5階北病棟」紹介 堀（5北病棟）
野菜食べていますか？ 越後（栄養管理室）
平成19年7月 第26号 周産期センター 澤田Dr（周産期センター）
「4階病棟」紹介 笹尾（4階病棟）
「豆」を食べよう！ 山田（栄養管理室）
平成！9年9月 第27号 心臓血管センターの紹介 吉田Dr（心臓血管センター）
「6階南病棟」紹介 本問（6階南病棟）
秋の味覚「さんま」を食べよう！ 得能（栄養管理室）
平成19年11月第28号 腰部脊柱管狭窄症について 庄野Dr（整形外科）
「6階北病棟」紹介 金谷（6階北病棟）
きのこの栄養 越後（栄養管理室）
平成20年1，月 第29号 新年のご挨拶 岸院長
電子カルテシステム導入 システム企画室
平成20年3月 第30号 胸腔鏡下手術について 数井Dr（外科）
「5階南病棟」紹介 佐藤（5階南病棟）
活性酸素を退治して、病気を防ぎましょう！ 山田（栄養管理室）
平成19年度
地域医療連携広報誌 「豊平河畔だより」発行状況 （年4回　発行）
発行年月日 号数 記　　　　　　事 担　　当
平成19年5月18日第17号 消化器センター開設しました 古家Dr（消化器センター）
人事異動のお知らせ
地域医療連携サポートシステム導入のお知らせ
症例検討会開催の報告
症例検討会開催のご案内
平成19年8月15日第18号 海外から結核研修生一行を迎えて 地域医療連携室
「薬薬連携セミナーがありました」 渡辺（薬剤部）
症例検討会開催のご案内
ﾇ例検討会開催の報告
w成！9年10月31日第19号 サッポロライブデモンストレーション2007 古谷Dr（心臓血管センター）
症例検討会開催の報告
症例検討会開催のご案内
平成20年1月31日第20号 新年のご挨拶 岸院長
総合問診ブースの開設…　　新しい外来の対応
周産期に力を入れるために…　NICUの増床
地域医療連携室
症例検討会開催のご案内
症例検討会開催の報告
一72一
